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この冊子は新潟産業大学経済学部学生が制作しました

３年ぶりの開催！
柏崎の大イベント

「地域理解ゼミナール」柏崎が誇る長寿企業の実態

かしわざき市民活動センターまちから  Like Work Scool

まちかど研究室 産大企画

柏崎ホビー駅伝

産大生が活躍！ 2022 夏のイベント特集

　　和っしょい！じょんのび夏祭り
　　まちから夏祭り

産学金連携による
商品開発・ＰＲ動画制作

地域連携
活動を

止めるな
!!

産大放送部 絶賛♪活動中！

産大生と地域のかけ橋

ローカレッジ
Local × College

 えんま市

あんこジャム・マリブカフェ ・蒔絵コースター

ポケカ /組紐 /プラモ /クイリング



▲ 柏崎市 HP
     「えんま市」

３
年
ぶ
り
の
え
ん
ま
市
に

産
大
生
が
出
店
！

　

令
和
４
年
６
月
14
日
～
16
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
２
年
間
中
止
と
な
っ

て
い
た
柏
崎
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
え
ん
ま
市
」

が
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
感
染

症
対
策
と
し
て
、
食
べ
歩
き
の
禁
止
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
提
供
禁
止
等
の
規
制
が
あ
り
ま
し

た
が
、
の
べ
28
万
人
と
い
う
過
去
10
年
間
で

最
も
多
く
の
方
が
来
場
し
、
地
域
は
祭
一
色

と
な
っ
た
３
日
間
で
し
た
。

　

本
学
で
は
19
名
の
学
生
が
、
柏
崎
観
光
協

会
が
中
心
と
な
っ
て
地
元
の
飲
食
店
等
が
出

店
す
る
「
柏
崎
う
ま
い
も
ん
市
」
の
エ
リ
ア

に
出
店
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
柏
崎
市
内

の
企
業
と
大
学
生
の
コ
ラ
ボ
商
品
を
販
売
し

え
ん
ま
市
と
は
？

「
え
ん
ま
市
」
と
は
、
２
０
０
年
を
超
す
歴
史
が
あ
り
、
新
潟

三
大
高
市
（
た
か
ま
ち
）
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
、
柏
崎

を
代
表
す
る
お
祭
り
で
す
。
毎
年
６
月
14
日
、
15
日
、
16
日

の
３
日
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
閻
魔
堂
の
あ
る
本
町
通
り
を
中

心
に
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
５
０
０
以
上
の
露
店
が

立
ち
並
び
ま
す
。

ま
し
た
。
あ
ん
こ
ジ
ャ
ム
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
常

に
流
し
、
着
ぐ
る
み
を
着
た
学
生
た
ち
が
、

興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
商
品
を
詳

し
く
説
明
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
子
ど
も
向
け
に
、
駄
菓
子
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。
様
々
な
駄
菓
子
や
、

お
菓
子
が
当
た
る
糸
引
き
く
じ
を
用
意
し
、

よ
り
お
祭
り
ら
し
い
雰
囲
気
の
ブ
ー
ス
に
し

ま
し
た
。
特
に
糸
引
き
く
じ
は
盛
況
で
、
３

日
間
、
毎
日
絶
え
ず
お
客
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
方
々
に
我
々
の
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
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えんま市についてはこちらも併せて
ご覧ください！

▲

▲

 YouTube チャンネル　　　 

NSU 権田ゼミナール
           「えんま市へ GO
          ～今年は終了しています～」

たくさんの人が遊びに来てくれました！　　　　　　　

えんま市の紹介動画を制作！
チェックしてください！

文・デザイン：後藤 麗玖・狩野 泰輔

本学２年生が「地域理解
ゼミナール」で制作した
えんま市の紹介動画です！　　　　　　

　地域の方のみならず、大学関係者にも足を運んでいただきま

した。他のゼミ生や教職員のみなさまに加え、OB の方にも私

たちの活動を実際に見ていただけました。昨年度から一緒に活

動をしている新潟大学のみなさんにも遠方から駆けつけていた

だきました。また、今まで交流を持った地域の方にもお越しい

ただき、私たちの活動による地域との縁を再確認しました。
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 えんま市
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▲ 大人アレンジ「おぐラスク」
（小倉あんこジャム＋ラスク）

親
子
で
仲
良
く

あ
ん
こ
ジ
ャ
ム
！

柏崎市内の菓子店へのあんこの卸しや和菓子の製造をしている「いろはや製餡所」の誇る「あん
こジャム」。うまい！塗りやすい！アレンジしやすい！新感覚あんこのＰＲ動画制作に柏崎信用
金庫を通じて取り掛かり早 1 年。前回紹介した予告編に続き、ＰＲ動画本編が完成しました！！

新
潟
産
業
大
学
×
柏
崎
信
用
金
庫

産
学
金
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
・
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

　

柏
崎
信
用
金
庫
を
通
じ
た
産
学
金
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
手
が
け
た

「
い
ろ
は
や
製
餡
所
」
の
「
あ
ん
こ
ジ
ャ
ム
」

Ｐ
Ｒ
。
５
月
に
試
食
会
、
７
月
に
試
作
会

と
撮
影
テ
ス
ト
、
10
月
に
は
対
決
動
画
の

撮
影
を
行
い
、
前
号
の
『
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
』

で
は
、
動
画
制
作
に
励
む
姿
を
紹
介
し
ま

し
た
。
約
１
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
に

「
マ
ッ
ハ
Ｄ
Ｅ
チ
ャ
ー
ジ
編
」「
大
人
の
ア

レ
ン
ジ
編
」「
対
決
編
」「
親
子
で
パ
フ
ェ

づ
く
り
編
」「
お
し
ゃ
れ
な
癒
し
編
」
の
計

５
本
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
動
画
は
「
Ｎ
Ｓ
Ｕ
権
田
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
公
開
し
て
い
ま
す
！

文・デザイン：吉越 耀・伊藤 雄大

collabo ①

運動から帰って来たら、おなかが減って糖分不足…
そんな時は速攻あんこジャム牛乳チャージ !!
うん！美味しい！

これが完成した動画だ！

ちょっぴりディープな大人アレンジ…マフィンやラ
スク、クラッカーなどアレンジは無限大！！
うーん～あんジャム。

因縁のあんこジャム対決。赤コーナーみそあんジャム
のマフィン！青コーナー小倉あんジャムトースト ! お
いしい戦いの火ぶたが今…斬って落とされる！

家族で楽しく！あんこジャムパフェづくり！おやつ
に作れば子どもの気分も上がり、家族との絆も深ま
ります！是非お試しあれ！

そして･･･

最新作は私たちが主役よ♥

マ
ッ
ハ
Ｄ
Ｅ
チ
ャ
ー
ジ
編

親
子
で
パ
フ
ェ
づ
く
り

編

NEXT!

おしゃれな癒し編

大
人
ア
レ
ン
ジ
編

対
決
編

5
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～ 若者向けコラボメニュー完成！！ ～

　前回のローカレッジでは、試食会の様子をお伝えしましたが
その後、学生が考えたメニュー案を元にお店の方にヒアリング
を行った結果、マリブカフェのスパイシーなカレーを産大生な
りにアレンジするという方向性に決まりました。
さらに試食会を重ねた結果、ついに 3 種のカレーとドリンクが
メニューに加わりました。

　マリブカフェは西海岸をイメージさせる空間と隠れ家的な雰囲気のカフェとなっています。「若年層
の世代の来店を増やしていきたい」「魅力ある店舗づくりをし、若者たちと協力しながら柏崎を盛り上
げたい」という店長の思いから、産大生のコラボメニューの開発に昨年から取り組んできました。

カレーは日替わりで登場

今日は何かお楽しみに！

▼ ヒアリングの様子

▲ 試食会の様子

マリブカフェの

　イメージに

　ぴったり！

これは・・・

映える！！

▲ 店長の柴野さん

MARIBU カレー
サバトマカレー

キーマカレー

MARIBU ブルー

（マリブ風シーフードカレー）

辛さレベル

・ランチタイム：11 時～ 14 時半
・夜：17 時～ 22 時（事前予約制）

　〒 945-0051
　柏崎市東本町 1 丁目 5-23　2F
　TEL　0257 － 7209

　http:// マリブカフェ .com

辛さレベル

辛さレベル

MARIBU CAFE

MALIBU CAFE 風
ブルーハワイは、
アメリカ西海岸の
海をイメージした
青いドリンク。
カレーと一緒にぜひ！

サバにトマトを加え、玉ねぎの甘味でバランスを
取った甘辛いカレー。
トマトの酸味でフレッシュさが増し、甘味と辛み
が半々のカレーになりました。

海をイメージしたシーフードを加え、
ココナッツミルクでさらに海感を増した
マイルドなカレーです。

MARIBU CAFE の大人気キーマカレーを
アレンジして、ゆで卵をトッピングしました。

サバとトマトの

相性抜群！

辛いもの好きには

たまらない逸品

文・デザイン：市橋 舞紀（マリブカフェ）・和田 渚佐（蒔絵コースター）

collabo ②
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蒔絵コースター

　平田表具店は、江戸唐紙の技法を用いて、すべ
て手作業で装飾和紙やふすま、屏風を制作してい
ます。蒔絵コースターは唐紙技法のひとつ、金銀
砂子細工をペーパーコースターに施した唯一無二
の作品です。今回、「沢山の人の手に取ってもら
いたい」「商品の魅力を伝えたい」という思いから、
産大生が柏崎をイメージしたキャラクターを用い
たパッケージデザインに取り組みました。～新キャラクター紹介と販売活動～

　
「
柏
崎
港
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
夕
海
」
で

は
、
令
和
３
年
秋
か
ら
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
蒔
絵
コ
ー
ス
タ
ー
の
販
売

を
始
め
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
の
春
に
は
新
し
く
金
、
銀
、
紫

の
３
色
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、
７
色

全
て
が
揃
い
ま
し
た
。
ま
た
、
権
田
ゼ
ミ
４

年
の
女
子
メ
ン
バ
ー
が
、
蒔
絵
コ
ー
ス
タ
ー

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
様
子
や
評
判
な
ど
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
９
月
25
日
、
３
年
ぶ
り
に
柏
崎

市
内
の
史
跡
・
飯
塚
邸
に
て
「
た
か
だ 

竹

あ
か
り
」
が
開
催
さ
れ
、
竹
灯
籠
を
用
い
た

庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

産
大
生
も
設
営
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お

手
伝
い
す
る
と
同
時
に
、
蒔
絵
コ
ー
ス
タ
ー

の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

蒔
絵
コ
ー
ス
タ
ー
の
緑
色
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
「
た
け
だ 

竹
あ
か
り
」
が
モ
チ
ー

フ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
記
念
に
購
入
さ
れ

る
お
客
様
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。

た
か
だ
竹
あ
か
り

新キャラクター紹介ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り

　
　

海
の
大
花
火
大
会

　
　
　
　

  

×
大お

お
は
な花 

煌き
ら
り里

あたしの名前は大花煌里。
職業は花火師。
毎年 7 月 26 日に柏崎の
海で大きな花火を打ち上
げるんだ。
あたしが丹精こめて作っ
た花火見てくれよ。

私の名前は夢乃森詩です。
趣味は和歌を詠むこと。

「君想ふばかりに瞳あざやかに 
  皐月心もとなく思ふ」
夢の森公園のカキツバタを
想い詠んだ詩です。
皆さんも行ってみて下さい！

夢
の
森
公
園

   　
「
カ
キ
ツ
バ
タ
」

　

        

×
夢ゆ

め
の
も
り

乃
森 

詩う
た

荻
ノ
島
「
雪
景
色
」

　
　
　

  

× 

荻お
ぎ
し
ま島 

雪ゆ

き希

茅葺きの家に住んでいる
荻島雪希です。
僕は荻ノ島の雪景色を皆さ
んにおすすめします。
友達とお酒を飲みながら楽
しむこともできるので
今度、行ってみてください。

　
「
ま
ち
か
ら
夏
祭
り
」
と
「
ま
ち
か
ら
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」で
は
、来
場
者
か
ら
好
き
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
う
、
人

気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
番
人
気
は
夏
祭
り
で
は
、
新
道
柿
×
新

道
柿
音
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
、
夢
の
森
公

園
「
カ
キ
ツ
バ
タ
」
×
夢
乃
森
詩
で
し
た
。

　

大
人
や
子
ど
も
と
い
っ
た
世
代
毎
に
人
気

が
違
う
こ
と
が
わ
か
り
、
蒔
絵
コ
ー
ス
タ
ー

が
一
枚
一
枚
違
う
と
い
う
魅
力
も
同
時
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

柏
崎
港
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

夕 

海

ま
ち
か
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

１位

飯塚邸「竹あかり」
　× 飯塚 竹之助
 （いいづか たけのすけ）

夏祭り

ハロウィン

新
道
柿
×
新
道 

柿
音

　
（
し
ん
ど
う 

し
お
ん
）

collabo ③

 全７色の販売を
       はじめました！



柏
崎
リ
ー
ダ
ー
塾

        
×

新
潟
産
業
大
学

　

令
和
４
年
８
月
６
日
、
７
日
に
高
柳
じ
ょ

ん
の
び
村
で
、「
和
っ
し
ょ
い
！
じ
ょ
ん
の

び
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
柏
崎
市
の
企
業
の
方
々
で
構
成
さ

れ
て
い
る
、
柏
崎
リ
ー
ダ
ー
塾
の
「
チ
ー
ム

し
な
ぷ
す
」
と
、
新
潟
産
業
大
学
の
学
生
４

名
が
共
同
で
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

若
者
や
子
ど
も
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
柏
崎

で
の
思
い
出
に
な
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

目
指
し
、
一
か
ら
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
若
者
や
子
ど
も
連
れ
の

家
族
で
賑
わ
い
、
初
の
試
み
で
あ
り
な
が
ら

大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

 

夏
祭
り
が
で
き
る
ま
で

　

じ
ょ
ん
の
び
夏
祭
り
は
、
チ
ー
ム
し
な
ぷ

す
と
産
大
生
４
人
の
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
経
験

の
な
い
メ
ン
バ
ー
が
、
結
成
さ
れ
た
６
月
か

ら
２
ヶ
月
の
間
で
つ
く
り
上
げ
る
と
い
う
異

例
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

簡
単
に
開
催
に
は
た
ど
り
着
け
ず
、
企
画

も
難
航
す
る
中
、
じ
ょ
ん
の
び
村
ス
タ
ッ

フ
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
方
に
助
け
を
頂

き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
全
に
開
催
で
き
る
よ

う
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
中
で
ほ
と
ん
ど
初
対
面
で
あ
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
、
楽
し
そ
う
に
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
小
さ

な
チ
ー
ム
が
多
く
の
人
を
巻
き
込
み
開
催
さ

れ
た
夏
祭
り
は
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
の
思

い
出
と
な
っ
た
と
と
も
に
、
学
生
に
と
っ
て

も
、
貴
重
な
経
験
と
学
び
を
得
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

 

じ
ょ
ん
の
び
夏
祭
り
の

   

感
想
と
学
ん
だ
こ
と

文
化
経
済
学
科
２
年

   

佐
藤 

凪
紗
さ
ん

文
化
経
済
学
科
１
年

   

今
村 

奈
津
希
さ
ん

▲ イベント２日目の集合写真。当日は多くの産大生が助っ人に来てくれました！

　

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
や
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

の
初
め
て
で
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。
全
て
が

予
定
通
り
だ
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
計
画
が
現
実
味
を
帯
び
る
嬉
し
さ
、
目

的
を
共
有
で
き
る
誰
か
と
活
動
で
き
る
楽
し

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
夏
祭
り
で
た
く
さ
ん
の
方
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
楽
し

む
姿
を
見
て
、
非
日
常
を
楽
し
む
と
い
う
こ

と
が
大
切
と
知
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
次

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ 柏崎リーダー塾「チームしなぷす」の皆さんと参加した学生たち。
　 「チームしなぷす」会田さん　大塚さん　佐山さん　三宮さん
　 新潟産業大学　　樋口さん　本間さん　佐藤さん　今村さん

2022 年

▲ 上：実行委員会議の様子。
　 下：２日目縁日の様子。２日目は
　 こども向けのイベントが多く、沢
　 山の子どもたちの声で賑わった。

▲ １日目のメインイベントである
　 スカイランタンの様子。
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夏のイベ ント特集

産大生が活躍！

まちから夏祭り
　

令
和
４
年
７
月
16
日
に
か
し
わ
ざ
き
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
ま
ち
か
ら
で
開
催
さ
れ
た

「
ま
ち
か
ら
夏
祭
り
」
に
権
田
ゼ
ミ
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
元
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
で

あ
る
、
あ
ん
こ
ジ
ャ
ム
・
ふ
ふ
豆
・
蒔
絵
コ
ー

ス
タ
ー
の
販
売
や
、
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
、
ね

ん
ど
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
糸
引
き
く
じ
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
を
し
ま
し
た
。

　

あ
ん
こ
ジ
ャ
ム
や
ふ
ふ
豆
の
販
売
で
は
、

幅
広
い
年
齢
の
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
実
際
に
味
わ
え
る
試
食
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
、
た
く
さ
ん
の
方
に
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ん
こ
ジ
ャ
ム
は
越
後

姫
あ
ん
、
み
そ
あ
ん
、
こ
し
あ
ん
、
小
倉
あ

ん
、
ル
レ
ク
チ
ェ
あ
ん
、
さ
く
ら
あ
ん
の
６

種
類
が
あ
り
、
ど
の
味
も
た
く
さ
ん
お
買
い

上
げ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ふ
ふ
豆
も
非
常
に

人
気
で
、
塩
味
と
砂
糖
味
が
あ
り
、
特
に
塩

味
が
好
評
で
し
た
。

   

ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
や
ね
ん
ど
キ
ャ
ン
ド
ル

づ
く
り
、
糸
引
き
く
じ
は
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
に
大
好
評
で
し
た
。
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
で

は
、
自
分
の
好
き
な
色
の
ス
ラ
イ
ム
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
１
週
間
は
特
有
の
ぷ
る
ぷ
る

し
た
感
触
を
楽
し
め
ま
す
。
ね
ん
ど
キ
ャ
ン

ド
ル
づ
く
り
で
は
、
パ
ン
ダ
や
シ
ロ
ク
マ
な

ど
の
形
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ね
ん
ど
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
は
お
子

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
若
い
女
性
の
方
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
お
手
本
を
見
な

が
ら
真
剣
に
作
る
方
や
、
チ
ン
ア
ナ
ゴ
な
ど

自
分
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る

方
も
い
て
、
た
く
さ
ん
の
個
性
的
な
作
品
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

糸
引
き
く
じ
は
、
お
子
さ
ん
達
に
と
て
も

人
気
で
し
た
。
く
じ
に
は
「
当
た
り
」
の
景

品
が
あ
り
、
当
た
り
を
狙
い
真
剣
に
糸
を
探

る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

   

権
田
ゼ
ミ
で
は
、
平
田
表
具
店
の
蒔
絵

コ
ー
ス
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
制
作
ま
し
た
。
今
回
は
、
蒔
絵
コ
ー

ス
タ
ー
の
販
売
と
同
時
に
、
各
色
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
人
気
投
票
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ト
ッ
プ
３
を
紹
介

し
ま
す
。
第
１
位
が
オ
レ
ン
ジ
色
、
新
道
柿

が
モ
チ
ー
フ
の
新
道
柿
音
（
し
ん
ど
う
し
お

ん
）。
第
２
位
が
青
色
、
日
本
海
が
モ
チ
ー

フ
の
浜
本
海
斗
（
は
ま
も
と
か
い
と
）。
第

３
位
が
緑
色
、飯
塚
邸
「
た
か
だ
竹
あ
か
り
」

が
モ
チ
ー
フ
の
飯
塚
竹
之
助
（
い
い
づ
か
た

け
の
す
け
）
で
し
た
。

  

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
参
加

 

子
ど
も
向
け
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

 

蒔
絵
コ
ー
ス
タ
ー

 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
気
投
票

▲ 販売ブースの様子。当日は販売ブースと体験ブースの２店舗で参加した。

▲ いろはや製餡所さんの「あんこジャム」
　 平田表具店さんの「蒔絵コースター」
　 など、ゼミナールの活動の中で関わりの
　 ある商品を販売・PR した。

▲ 上：ねんどキャンドルの完成品。
　 下：糸ひきくじの様子。

▲ 人気投票の様子
　 好きなキャラクターの場所にシールを
　 貼って投票できる。

▲ 第１回人気投票　第１位
　 新道 柿音
　 （しんどう しおん）

文・デザイン：本間 陸斗（じょんのび）・飯島 康貴・黒岩 氷華（まちから）9

和っしょい！
じょんのび夏祭り
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柏
崎
ホ
ビ
ー
駅
伝

第
一
走
者　

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会　

　

～ 
Ｂ
Ｏ
Ｘ
争
奪
戦
＆
交
流
会 

～

第
二
走
者　

組
紐
体
験

　

世
間
で
は『
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』

が
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
年
代
で

流
行
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
内
で
も
ポ
ケ

モ
ン
カ
ー
ド
に
関
す
る
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
開
催
さ
れ
て
お
り
そ
の
人
気
が
伺

え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

し
か
し
令
和
４
年
１
月
当
時
、
柏
崎
市

内
で
は
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
は
あ
ま
り
開
か

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
柏
崎
市
内
の
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド

プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
の
交
流
や
柏
崎
で
ポ
ケ

モ
ン
カ
ー
ド
等
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
き
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会
～
Ｂ
Ｏ
Ｘ
争

奪
戦
＆
交
流
会
～
」
を
新
潟
産
業
大
学
の

ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
と
共
同
で
、

１
月
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
や

各
種
サ
プ
ラ
イ
品
を
賞
品
と
し
た
総
当
た

り
戦
や
初
心
者
の
方
に
向
け
た
初
心
者
講

習
会
、
フ
リ
ー
大
戦
を
行
い
、
産
大
生
や

他
大
学
の
学
生
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
を
見
て

来
ら
れ
た
方
な
ど
と
熱
い
バ
ト
ル
を
繰
り

広
げ
つ
つ
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
一
回
で
は
様
々
な
課
題
点
が
見
つ

か
っ
た
の
で
、
今
後
開
催
す
る
際
は
、
第

一
回
で
得
た
経
験
や
改
善
点
を
も
と
に

よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

組
紐
は
日
本
の
伝
統
工
芸
品
で
す
。
数

年
前
『
君
の
名
は
。』
で
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
絹
糸
や
綿
糸
を
組
み
上
げ
て
紐
に

す
る
技
術
で
す
。
様
々
な
模
様
・
組
み
方

が
あ
り
資
格
も
あ
る
な
ど
、
マ
ス
タ
ー
す

る
に
は
か
な
り
高
度
な
技
術
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
本
来
は
専
用
の
代
を
使
用
す
る

の
で
、
触
れ
る
機
会
が
な
い
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
今
は
、
手
芸
店
で
購

入
で
き
る
デ
ィ
ス
ク
と
糸
を
使
用
し
て
、

か
な
り
お
手
軽
に
作
れ
る
た
め
、
多
く
の

人
が
手
に
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
小
さ
い
頃
、
姉
の
影
響
で
少
し

や
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
綺
麗
に
作
れ
た
の

が
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
強
く
残
っ

て
お
り
、
多
く
の
人
に
こ
の
楽
し
さ
を
共

有
で
き
た
ら
と
思
い
、
組
紐
体
験
を
コ
ロ

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
参
加
者
の
方
に
は
好

き
な
色
と
ビ
ー
ズ
を
用
い
て
組
紐
で
自
分

だ
け
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
組
紐
は
資
格
も
あ
る
技
術
な

の
で
、
苦
戦
さ
れ
て
い
る
方
も
多
か
っ
た

で
す
。
ま
た
組
紐
は
組
む
時
の
力
加
減
で

も
完
成
に
差
が
出
る
の
で
、
均
一
な
力
で

制
作
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
全
員
が
コ
ツ
コ
ツ
頑
張
っ
た
結

果
、
無
事
全
員
が
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た

が
、
上
達
す
れ
ば
自
分
の
好
き
な
柄
で
好

き
な
も
の
を
作
れ
る
の
で
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
を
き
っ
か
け
に
組
紐
の
世
界
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
私
も
久
し
ぶ
り
に
組
紐
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
懐
か
し
く
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影
響
で
、人
が
集
ま
っ
て
何
か
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
風
潮
に
あ
り
、

地
域
の
方
と
交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域
の
方
と
趣
味
を
通

じ
て
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
柏
崎
ホ
ビ
ー
駅
伝
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▲ 組紐をしている様子

▶ 

初
心
者
講
習

▲ 

対
戦
の
様
子

ナ
ウ
イ
ル
ス

蔓
延
に
よ
る

延
期
は
あ
り

ま
し
た
が
、

無
事
に
７
月

９
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

【まちかど研究室 産大企画】＠柏崎エネルギーホール
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第
三
走
者　

プ
ラ
モ
制
作
交
流
会

　
　

～ 

積
み
プ
ラ
を
崩
そ
う 

～

第
四
走
者　

ク
イ
リ
ン
グ
体
験

　

プ
ラ
モ
デ
ル
業
界
激
震
！
プ
ラ
モ
の
安

定
需
要
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
。

そ
ん
な
『
寒
い
時
代
』
だ
か
ら
こ
そ
、我
々

は
ス
カ
ス
カ
な
お
も
ち
ゃ
売
り
場
よ
り
も

自
身
の
タ
ン
ス
や
押
し
入
れ
、
倉
庫
の
中

に
目
を
向
け
た
！
そ
う「
積
み
プ
ラ
崩
し
」

（
購
入
し
た
が
作
り
か
け
も
し
く
は
未
着

手
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
プ
ラ
モ
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
）
で
あ
る
。

　

こ
の
「
積
み
プ
ラ
崩
し
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
プ
ラ
モ
制
作
交
流
会
～
積
み
プ
ラ

を
崩
そ
う
～
」
を
２
月
13
日
に
第
一
回
、

そ
し
て
、
ご
好
評
に
つ
き
、
第
二
回
を
６

月
５
日
に
開
催
し
た
。

　

会
場
で
は
ガ
ン
プ
ラ
、
パ
ト
レ
イ
バ
ー
、

ス
パ
ロ
ボ
、
美
少
女
、
艦
艇
な
ど
、
作
品
、

ジ
ャ
ン
ル
、
制
作
会
社
の
垣
根
を
超
え
た

様
々
な
積
み
プ
ラ
、
そ
し
て
産
大
生
や
そ

の
Ｏ
Ｂ
、
工
科
大
生
、
地
元
の
ベ
テ
ラ
ン

な
ど
、
多
く
の
モ
デ
ラ
ー
が
集
ま
り
、
同

志
と
趣
味
を
語
り
合
い
、
時
に
は
道
具
や

技
術
を
共
有
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
積

み
プ
ラ
を
崩
し
た
。

　

第
一
回
、
第
二
回
と
も
に
参
加
し
た
新

潟
工
科
大
学
１
年
生
の
吉
越
怜
さ
ん
は

「
い
つ
も
一
人
で
作
っ
て
い
た
が
、
同
じ

趣
味
を
持
つ
者
同
士
、
雑
談
を
し
な
が
ら

作
る
プ
ラ
モ
は
、
非
常
に
新
鮮
で
楽
し
い

ひ
と
時
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
ク
イ
リ
ン
グ
は
作
品
の
自
由
度

が
高
く
、
綺
麗
で
、
小
さ
め
の
作
品
は
サ

ク
ッ
と
す
ぐ
作
れ
て
取
っ
付
き
や
す
い
の

で
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
一
度
パ
ー
ツ
の
作
り
方
の
説
明

を
し
た
後
は
、
参
加
者
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
自
由
に
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
ア
レ
ン
ジ
が
簡
単
に
で
き
る
こ

と
も
ク
イ
リ
ン
グ
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
に
ク
イ
リ
ン
グ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

ク
イ
リ
ン
グ
と
は
、
細
長
い
テ
ー
プ
状

の
紙
を
細
長
い
棒
状
の
も
の
で
ク
ル
ク
ル

巻
い
て
、
様
々
な
ア
ー
ト
模
様
を
作
り
出

す
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
製
品
で
す
。
特
別
な
道

具
が
必
要
な
い
の
で
、
手
軽
に
で
き
る
と

人
気
で
す
。
ま
た
ク
イ
リ
ン
グ
は
フ
レ
ー

ム
に
入
れ
て
飾
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な

ど
に
飾
り
付
け
す
る
な
ど
、
様
々
な
作
品

が
作
れ
ま
す
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
内
で
ホ
ビ
ー
駅
伝
の
話
が

出
た
と
き
、
一
番
初
め
に
思
い
付
い
た
の

が
「
ク
イ
リ
ン
グ
」
で
し
た
。
ク
イ
リ
ン

　
　

グ
の
道
具
は
お
店
で
見
る
機
会
が
あ　

　
　
　
　

ま
り
な
く
、
ク
イ
リ
ン
グ
の
こ

文：角田 充宏（カードゲーム）・杉田 有紀奈（組紐 / クイリング）・吉越 耀（プラモ）　デザイン：角田 充宏

▲ 積みプラ崩しの様子

▲クイリングの様子

▲  第二回積プラ崩し 集合写真

▲

 第一回積プラ
     崩し 集合写真
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は
じ
め
に

日
本
は
創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
長
寿
企

業
の
数
が
世
界
一
で
す
。
そ
の
日
本
で
長
寿

企
業
の
数
と
出
現
率（
企
業
に
占
め
る
比
率
）

の
両
方
が
全
国
ト
ッ
プ
５
に
入
る
地
域
は
、

京
都
府
と
新
潟
県
だ
け
で
す
。
そ
れ
だ
け
で

も
す
ご
い
！
と
思
い
ま
す
が
、「
町
」
単
位

で
長
寿
企
業
の
出
現
率
を
見
た
場
合
、
な
ん

と
柏
崎
市
西
本
町
が
全
国
ナ
ン
バ
ー
１
な
の

で
す
！
こ
れ
は
意
外
に
多
く
の
柏
崎
市
民
が

ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、

・
最
上
屋

・
ノ
マ
タ
酒
店

・
柏
崎
日
報
社

こ
の
３
社
の
共
通
点
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
？
こ
の
３
社
は
い
ず
れ
も
長
寿
企
業
で
あ

り
、
店
舗
（
本
社
）
を
柏
崎
市
西
本
町
に
構

え
て
い
ま
す
。
こ
の
３
社
の
長
寿
の
秘
訣
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
を

取
材
し
て
き
ま
し
た
。

 

最
上
屋

　

最
上
屋
は
、
１
８
７
１
年
に
創
業
し
た
菓

子
屋
で
、
現
在
の
経
営
者
は
吉
田
勝
彦
さ
ん

で
す
。
創
業
当
時
の
企
業
名
は
「
藤
月
堂
」

で
し
た
。
最
上
屋
か
ら
発
祥
し
た
「
北
日
本

製
菓
」は
、日
本
を
代
表
す
る
菓
子
メ
ー
カ
ー

「
ブ
ル
ボ
ン
」
の
前
身
で
す
。

中
越
・
中
越
沖
地
震
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
現
在
の
経
営
状
況
は

大
変
だ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
元
々
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
冠
婚
葬
祭
に
お
菓
子
を
購
入
す
る

人
が
減
っ
て
き
て
い
た
こ
と
も
大
き
い
と
吉

田
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
お
客
様
か
ら

意
見
を
も
ら
い
、
改
善
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
例
と
し
て
「
柏
崎

ら
し
い
商
品
が
欲
し
い
」
と
い
う
お
客
様
の

声
を
聞
き
、
最
上
屋
名
物
「
鯛
サ
ブ
レ
」
を

考
案
、
販
売
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ノ
マ
タ
酒
店
は
、
１
８
６
８
年
に
創
業
し

た
酒
屋
で
、
現
在
の
経
営
者
は
五
十
嵐
健
也

さ
ん
で
す
。「
美
味
し
い
お
酒
を
多
く
の
人

に
お
届
け
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
酒
類
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
中
越
・
中
越
沖
地
震
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
そ
う
で
す
が
、
特
に
最
近
の
コ

ロ
ナ
禍
が
経
営
状
況
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

て
い
る
そ
う
で
す
。「
柏
崎
市
内
に
限
ら
ず
、

飲
食
店
の
活
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
」
と

五
十
嵐
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、「
地
域
密
着
」

が
大
方
針
で
す
。「
柏
崎
市
で
商
売
す
る
に

 

ノ
マ
タ
酒
店

令和 4 年 2 月 22 日に柏崎商工会議所にて「柏崎に関する研究発
表会」が開催され、「地域理解ゼミナール」で研究した内容を発表
してきました。その内容を紹介します！

～柏崎が誇る長寿企業の実態～

▲ 最上屋工場見学の様子

◀▼ 普段見ることの
できないお菓子作り
の機械を見せてくだ
さいました。

※
な
お
、
こ
の
調
査
研
究
は
企
業
経
営
分
野

担
当
の
今
村 

英
明 

先
生
に
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

発表者：文化経済学科 2 年
               池嶋 菜央     田中 真由
　　  　　  （学年は発表時のものです）

文・デザイン：池嶋 菜央13

は
、
柏
崎
市
民
に
選
ば
れ
続
け
る
し
か
な

い
」
と
き
っ
ぱ
り
言
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
嵐

さ
ん
は
弟
さ
ん
と
市
内
各
所
の
飲
食
店
な
ど

を
回
っ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
意
見
交
換

し
た
り
し
て
柏
崎
市
の
飲
食
店
に
活
気
を
取

り
戻
そ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
減

少
し
て
い
て
も
、
地
域
密
着
を
大
切
に
商
売

し
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

柏
崎
日
報
社
は
、
１
９
０
０
年
に
創
業
し

た
新
聞
社
で
、
現
在
の
経
営
者
は
田
中
恵
子

さ
ん
で
す
。
柏
崎
市
、
刈
羽
村
、
出
雲
崎
町

を
主
な
配
達
先
と
し
、
地
域
密
着
型
の
新
聞

　

こ
れ
ら
３
社
の
長
寿
企
業
は
、
柏
崎
市
も

大
き
な
被
害
を
受
け
た
中
越
・
中
越
沖
地
震

に
よ
り
、
事
業
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
さ

ら
に
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
長

寿
企
業
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
経
営
が
順
調
だ

と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る

取
材
で
し
た
。

長
寿
の
秘
訣
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
３

社
と
も
「
地
域
密
着
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
柏
崎
に
対
す
る
思
い
が
と
て
も
強

く
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　

中
越
沖
地
震
の
際
は
２
日
間
停
電
し
て
い

ま
し
た
が
、
１
日
目
は
休
刊
、
２
日
目
は
電

気
が
通
っ
て
い
た
向
か
い
の
家
で
パ
ソ
コ
ン

を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
通
常
の
半
分
の
大
き

さ
で
発
刊
し
た
そ
う
で
す
。

　

柏
崎
刈
羽
原
発
が
で
き
た
頃
、
事
業
は
順

調
で
し
た
が
、
現
在
は
人
口
減
少
に
よ
り
購

読
者
が
減
少
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
た
当
初
は
広
告
や
イ
ベ
ン
ト
、

地
域
住
民
の
社
会
活
動
が
減
少
し
、
誌
面
作

成
が
難
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、「【
地
域
の
方

と
柏
崎
を
作
っ
て
い
き
た
い
】
と
い
う
思
い

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
、
誠
実
な
誌
面
作
成

を
心
が
け
て
い
く
」
と
田
中
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

◀お酒の魅力を語りました

▲ 五十嵐さんが一番好きな「緑川」！

▲ 紙面作りについて丁寧に説明して
    くださいました。

▲ 新聞記事を作成している現場

 

柏
崎
日
報
社

 

３
社
を
取
材
し
て

「
地
域
理
解
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
１
、２
年
次
の

専
門
必
修
科
目
で
、
地
域
お
こ
し
の
た
め
の

６
分
野
を
柱
と
し
て
、
地
域
の
産
業
・
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

１
年
次
の
「
地
域
理
解
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・

Ⅱ
」
で
は
、「
経
済
経
営
学
科
」
と
「
文
化

経
済
学
科
」
ど
ち
ら
の
学
科
の
学
生
も
共
通

で
、
１
年
か
け
て
６
分
野
を
ま
ん
べ
ん
な
く

学
び
ま
す
。

　

２
年
次
の
「
地
域
理
解
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ
・

Ⅳ
」
で
は
、
興
味
関
心
に
合
わ
せ
て
、
春
学

期
、
秋
学
期
に
各
１
分
野
を
選
択
し
、
地
域

へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で

協
力
し
て
調
査
・
活
動
に
取
り
組
み
、
各
学

期
末
に
合
同
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
に
学
び
、
地
域
を
お
こ
す

「
地
域
理
解
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
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令和３年 11 月～令和４年３月、第 4 期となる「Like Work 
Scool」に権田ゼミからも 2 名が参加し、第一線で活躍する、
柏崎をよく知る先輩たちや経験豊富な仲間たちと話をして、実
践的に学んできました。

参
加
し
た
ゼ
ミ
生
の
話
１

参
加
し
た
ゼ
ミ
生
の
話
２

　

Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ

と
は
、｢
好
き
か
ら
は
じ
ま
る
、
あ
な
た
の

生
き
方
」
と
題
し
、｢

好
き｣

と
い
う
思
い

を
探
求
し
対
話
を
重
ね
、「
や
り
た
い
こ
と
」

へ
と
言
語
化
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
ヒ
ン
ト
を
拾
い

集
め
、
あ
な
た
（
参
加
者
）
の
大
切
に
し
て

い
る
も
の
や
価
値
観
を
探
る
場
所
で
す
。
全

６
回
の
講
義
を
経
て
、
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
見
つ
け
て
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
具
体
的

に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
自
身
の
趣
味
で
あ
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
優

れ
て
い
る
と
思
い
、
様
々
な
人
た
ち
と
交
流

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
企
画
を
立
て

た
の
で
す
が
、
他
の
参
加
者
の
方
と
交
流

す
る
中
で
私
は
特
定
の
趣
味
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
趣
味
で
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
様
々
な
趣
味
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
と
い
う
企
画
を
立
て
ま
し
た
。

Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　

ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
に

参
加
し
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
具
体
的

に
案
に
す
る
方
法
を
専
門
家
の
方
か
ら
も
意

見
を
聞
け
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
柏
崎
市
を
舞
台
に
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド

を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
た
い
と
思

い
、
Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

ｌ
に
参
加
し
ま
し
た
。
回
を
重
ね
て
い
く
中

で
初
心
者
講
習
会
や
対
戦
会
な
ど
の
誰
で
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
や
り
た
い
と
私
の
中

で
案
が
固
ま
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
こ
と
で
、

や
り
た
い
こ
と
が
具
体
的
に
な
る
こ
と
が
良

か
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
私
の
案
や
意
見
を

私
よ
り
も
知
識
も
経
験
も
あ
る
参
加
者
の

方
々
に
聞
い
て
言
葉
を
も
ら
え
る
こ
と
が
自

分
の
た
め
に
な
り
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

　

Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ

で
は
老
若
男
女
問
わ
ず
色
々
な
思
い
を
持
っ

た
方
が
参
加
し
て
い
て
、
各
回
で
先
輩
方
や

専
門
家
の
方
々
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

自
分
自
身
の
プ
ラ
ン
を
よ
り
明
確
に
し
て
い

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
分

自
身
の
事
が
よ
り
わ
か
り
、
自
分
自
身
の
根

底
に
あ
る
も
の
は
何
な
の
か
、
そ
れ
を
ど
ん

な
ふ
う
に
企
画
に
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
の

か
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
そ

う
し
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
、
人
と
し
て
も
少
し
成
長
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

成
長
を
感
じ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　

 

出
来
る
場
所

Like
Work

School

▲プラン発表の様子

▲ 他参加者との対話の様子

▲ 参加した学生の感想

ど
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
の
？

▲ 参加した学生の感想

▲ 参加した学生の会議での様子

かしわざき市民活動センターまちから　主催

15

←産大放送部
　TwitterのQR コード

←本番前に打合せしている様子。
　ここで最終確認して、 放送に
　向かいます。

放送の裏側や最新情報などなど、 随
時あげてます！
他にも質問箱や特別企画など、リスナー
参加企画へのコメントも、 Twitter にて
募集中！

ぜひ、 チェックしてみてください！

　附属高校の生徒さんに、ゲスト出演して
もらっています。緊張しながらもフレッ
シュにお話ししてくれます。

産大放送部
活動中！

　

新
潟
産
業
大
学
放
送
部
の
メ
イ
ン
の

活
動
と
し
て
、隔
週
金
曜
日
19
時
に「
Ｆ

Ｍ
ピ
ッ
カ
ラ
」
で
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ラ
ジ
オ
で
は
、「
産
大
の
情
報

発
信
」・「
大
学
生
か
ら
見
た
柏
崎
の
魅

力
」・「
大
学
生
活
の
リ
ア
ル
」な
ど
様
々

な
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
、「
ゲ
ー
ム
」
や
「
質
問
箱
」
な

ど
リ
ス
ナ
ー
参
加
型
企
画
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
様
々
な
ゲ
ス
ト
も
お
呼
び

し
て
お
り
、
こ
こ
で
し
か
聴
け
な
い
お

話
が
聴
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
一
度
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
部
の
魅
力
は
、　　

一
時
間
の
番
組
を
自
分

た
ち
で
企
画
を
行
え
る

こ
と
で
す
。
生
放
送
と

い
う
緊
張
の
中
、
よ
り

良
い
ラ
ジ
オ
放
送
を
お

こ
な
え
た
時
に
は
、
達

成
感
や
自
分
た
ち
の
成

長
を
感
じ
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人

に
聴
い
て
も
ら
え
る
よ

う
、
頑
張
り
ま
す
！

●
放
送
部
の
魅
力
は
？

　ラジオ局から飛び出して、実
況やアナウンスなどの活動も始
めました。新しい形で柏崎を盛
り上げていきます！

●ラジオ放送

●
高
大
連
携

●水球イベント

絶賛♪

柏崎インサツの社長さんをお招き
して、 お話を聴くことができました。

ラジオの音量や BGM も学生が操
作してます。

↑

←

放送部は、 大学生たちが自身の声で地域に 「柏崎
の魅力」 や 「新潟産業大学について」 発信し、 柏
崎を盛り上げようと活動している部活動です。
大学生らしさ全開で活動しています。
このページでは、 そんな放送部の魅力を紹介します！

↓

　放送部部長
　4年の橋本竜平さんに
　コメントをいただきました。

やってます！

Twitter

文・デザイン：杉田 有紀奈



★産大生の毎日を学生目線で紹介している「学生広報チーム」。
今年度は第３期メンバーが活動中です！
新たにインスタも開設!!

ＳＮＳで産大生の学生生活を発信中！！

Twitter Instagram

ぎおん柏崎まつり
海の大花火大会★

就職活動集中対策講座
みんな真剣

「地域理解ゼミナール」
発表会は緊張した～

オープンキャンパスの
スタッフも務めます！

大好評！
教職員紹介シリーズ

全国レベルを誇る水球部
今年も大活躍!!

ゼミナールで
松雲山荘を散策♪

写真部はイングリッシュ
ガーデンで撮影会

空手道部
北信越入賞おめでとう！

ＮＳＵ学生広報チーム

文化経済学科４年　権田ゼミナール
市橋 舞紀　伊藤 雄大　杉田 有紀奈　角田 充宏　廣田 悠利
本間 陸斗　吉越 耀　和田 渚佐
文化経済学科３年　権田ゼミナール
飯島 康貴　池嶋 菜央　狩野 泰輔　黒岩 氷華　後藤 麗玖　

編集スタッフ：

　マスク生活も３年目を迎えた今年度、すべてが元通りというわけにはいきませんが、「えんま市」
をはじめとした地域の祭やイベントが、次々と「３年ぶり」の開催を果たし、少しずつ地域にに
ぎわい、活気が蘇ってきました。この間、地域での活動再開を待ち焦がれていた学生たちは、精
力的に様々な場に出向き、多くの方々と交流を深めることができました。
　ＳＮＳや動画制作等を通じたＰＲ活動や、オンライン上での交流会・発表会の実施等など、自
分たちにできる活動の場、ふれあいのかたちを探し続け、それらも「新たな日常」として徐々に
定着して来ました。その上での、様々な（安全安心の代わりにしばしば手間を増やしてしまう）
感染症対策を講じながらの「リアル」なイベントの復活。多忙を極めながらも、これまでの学生
生活でやり残したことを取り戻すかのように、果敢に取り組む学生たちの姿が印象的でした。そ
して、地域の皆様から温かく受け入れ、声をかけていただき、勇気づけられたことは、これから
の社会を生き抜く彼らにとって、大きな自信につながり、かけがえのない財産となりました。
　今年度も終盤に差し掛かって来ましたが、実は４年生が卒業する前にまだまだやっておきたい
ことがあるようです。次号で早々にご報告できれば幸いです。どうぞご期待ください。
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※この冊子に関するご意見・ご感想を
　お寄せ下さい。
　今後の参考にさせていただきます。

〒 945-1393　柏崎市軽井川 4730 番地
新潟産業大学　地域連携センター
TEL：0257-24-8441
FAX：0257-22-1300
Email：renkei@ada.nsu.ac.jp 


